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た学生が 22人いた。合わせると 39人、全体の 80
％の学生が課題を継続して取り組んでいることが
わかった。
　同じ項目の課題を設定しているということは前
の実習で反省したことや課題に感じたことを自己
課題として継続してもち、より学びを深めていこ
うと考え実習に臨む学生が多いということである。
　保育実習Ⅰ、教育実習、保育実習Ⅱともに子ど
も理解という課題項目で課題設定した学生をみる
と、保育実習Ⅰでは「子ども一人一人のことを知
る」、教育実習では「子どもの遊びについて深める」
となり、保育実習Ⅱでは「子どもの仲間意識の芽
生えについて知る」と変化している。子どもを理
解するという漠然とした課題ではなく、子どもの
何を理解したいのか、保育をする上で必要な子ど
も理解のあり方や自分が知りたい子どもの発達に
ついての理解という実践研究の視点をもって実習
に臨んでいることがわかった。また、ある学生は 3
つの実習ともに「子どもの発達に応じた援助」と「保
護者とのコミュニケーションの取り方」について
30
で実習で積み重ねてきた自己課題と達成度を常に
可視化し、ふりかえりを土台に次の新たな課題を
考えることができ保育を学ぶ視点が絞られていく
ことがわかった。
　また、学生一人一人の課題を 2年間に亘って見
ることで学生自身が実習を通して得た失敗体験や
感動体験から自分の課題を客観的に見つめること
ができ、自分自身の成長を実感していることがわ
かった。
　さらに、私自身が実習指導者として学生の学び
や躓きを知ることができ、実習指導に役立たせる
こともできた。
　実習での学びは実習後に視点をもってふりかえ
ることで明確になる。実習体験をふりかえり文章
に書くなど言語化することで新たな気づきがあり、
次の実習への課題とつながっていく。その繰り返
しは保育についての深い理解となる。
　こうして体得したことは自然に、無意識的に保
育の中で活かされると考えられる。常に課題をも
ち、実践しふりかえるというサイクルを繰り返す
ことで反省的実践家としての基礎を培うことがで
きると考えられ、実習個人カルテの取り組みは有
効な実習事後指導であることが検証された。
２．今後の課題
　
　今回の研究では実習個人カルテの実習自己課題
について取り上げたが、実習個人カルテの中に本
学で使用している実習評価票を用いての自己評価
や実習先の評価開示、その誤差についての感想な
ども取り入れている。そこで、自己評価、他者評
価も含めて客観的に実習での学びを蓄積できるよ
うな実習個人カルテの作成を今後は試みたいと考
えている。
　さらに、実習自己課題においてのエピソード研
究や実践研究なども実施しているので、総合的な
実習事後指導のあり方についてさらに追究してい
きたいと考えている。
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